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論文審査の結果の要旨 
近年、出生時体重が1500g未満の極低出生体重(VLBW)での出生が増えている。VLBWでの出生率は、単に出生時の問題
だけではなく、自閉症スペクトラム障害(ASD)や限局性学習障害(SLD)といった発達障害のリスクが高いといわれている。さらに、
VLBW児に見られる特異的な行動は、よりマイルドな症状として出現するような発達障害様の行動として特徴づけられるのでは
ないかと考えられている。本研究の目的は、VLBW児の発達障害様の行動（ASD様の行動としては社会的相互交渉、SLD様の
行動としては読み）を定量的に計測し、標準出生体重(NBW)児の行動と異なるのかを比較し、それらの行動に関係する認知機
能について明らかにすることである。具体的には、VLBWでの出生は注意機能に問題を引き起こしやすく、VLBW児における注
意機能の不全が社会的相互交渉や読みに関係する行動の特異性につながるという仮説を立て、４つの研究からなる博士論文
においてこの仮説を検証した。 
研究1では、VLBW児の注意機能を計測した。本研究では客観的検査法を用いてVLBW児の注意機能を選択的注意・注
意の維持・注意の制御という側面から多面的に調べた。その結果、選択的注意と注意の維持に関する項目では、VLBW群の成
績はすべての項目で標準出生体重(NBW)群よりも成績が低かった。しかし、注意の制御に関する項目では、群間に有意な差は
認められなかった。この結果は欧米での先行研究の結果と一致した。 
研究2では、VLBW児における社会的相互交渉と視線行動の計測を行った。本研究は、構造化された相互交渉場面での
VLBW児の視線行動を計測し、注意対象と注視のタイミングを調べることを通して、NBW児の視線行動と比較した。さらに、
VLBW児の視線行動と注意機能の関係についても調べた。その結果、VLBW群はNBW群よりも質問者の目に視線を停留させ
た時間の割合が有意に短かった。また、注視タイミングの分析より両群で文末（会話の終結付近、つまり話者交代のタイミング）
における視線行動に違いがあることが分かった。NBW群では、質問文中央付近での実験参加者の視線は質問者の口の付近に
停留したが、質問文末に近づくにつれ実験参加者の視線は質問者の目の付近に停留した。一方、VLBW群では、実験参加者
の視線は一貫して相手の口の付近に停留していた。さらに、人物全体を見た時間と注意検査の結果に相関が認められた。 
研究3では、VLBW児における読み能力と読んでいるときの視線行動を計測した。その結果、VLBW群は、読み速度は遅くな
いが、読み間違いが多かった。VLBW児が単語を音読しているときの視線行動は、一般的な読み障害児の視線パターンとは類
似せず、注意性ディスレクシア児の視線パターンと類似していた。この結果からVLBW児の読みの問題には注意機能の問題が
関係していることが示唆される。 
研究4では、VLBW児の読み能力のキャッチアップについて調べた。8~9歳の時点と11~12歳の時点におけるVLBW児の読み
能力を計測し、さらに受容言語能力との連関について調べた。その結果、VLBW児は年齢とともに読み障害のリスクが軽減し
た。また、低年齢では受容言語能力と読みの成績に関連は認められなかったが、高年齢群では認められた。高年齢群では受容
言語能力と結び付くことで読み能力を改善させた可能性が示唆された。 
本論文は、アイトラッカーを用いて社会的相互交渉や文字を読んでいるときの視線行動を定量的に計測し、視線行動からVL 
BW児の発達障害様の行動特性を明らかにした。さらに、本研究はVLBW児の行動面だけに焦点を当てるのではなく、VLBW
児の行動と認知の関係についても明らかにした。これらの知見は、学齢期におけるVLBW児の行動計測というデータの貴重性
だけではなく、VLBW児や発達障害児に対する臨床応用が期待できるという観点からも、独創的で社会貢献度の高い研究であ
る。以上より、本論文は博士（人間科学）の学位授与にふさわしいと評価される。 
 
 
